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設計荷重の算出

設計風圧力：ＦＤＷ＝2184N／㎡
＝223kg／㎡

建築基準法施行令第８７条第２項 ＜風圧力＞ に従い算出

地表面粗度区分の概略
Ⅰ：海岸沿い

Ⅱ：田畑や住宅が散在している
Ⅲ：通常の市街地

Ⅳ：大都市
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設計荷重の算出 平成１２年 建設省告示第１３５５号＜地震力＞ に従い算出

設計地震力：ＦＤＥ＝ Csi×Ｗ

h 補強コンクリートブロック造の塀の地盤面からの高さ

Csi 補強コンクリートブロック造の塀の地上部分の高さ方向の力の分布を表す係数で、計算しようとする当該

補強コンクリートブロック造の塀の部分の高さに応じて次の式に適合する数値

Csi≧0.3Z(1-hi÷h) 

Z   令第88条第 1 項に規定するＺの数値 （0.7～1.0：危険側の1.0を採用）

hi  補強コンクリートブロック造の塀の地上部分の各部分の地盤面からの高さ

W   補強コンクリートブロック造の塀の固定荷重

ガビオンウォールの場合
W：ストーンの単位重量＝1000～1400ｋｇ／ｍ３

D＝300ｍｍであるので、
W＝1400×0.3＝420ｋｇ／ｍ２

Csi＝ 0.3Z(1-hi÷h) ＝0.3×1.0（1-1.2÷1.2）＝0.3

ＦＤＥ＝ Csi×Ｗ＝0.3×420＝126ｋｇ／ｍ２

設計風圧力と設計地震力を比較して
大きい数値で強度検討を行う。
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【検討】 アンカーボルトに作用する力

アンカーボルト：
固定金具１本あたり５本
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ＷC＝596ｋｇ／個
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ＦＤＷ＝223ｋｇ／ｍ２×1.2×1.8＝482ｋｇ
転倒モーメントＭＦ＝482×90＝43380ｋｇ・ｃｍ
抵抗モーメントＭＲ＝648×15＋30Ｔ
ＭＦ＝ＭＲ を解くと
30T＝43380ー648×15 ∴T＝1122ｋｇ
アンカーボルト５本が有効なので、１本に作用する力は、
Ｑ＝96ｋｇ／本（941N／本） Ｔ＝224ｋｇ／本（2195N／本）

ＦＤＷ＝2184N／㎡
＝223kg／㎡
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設計風圧力ＦＤＷ＝2184N／㎡＝223kg／㎡が作用する場合

アンカーボルト１本に作用する力は、
せん断力Ｑ＝96ｋｇ／本（941N／本） ＜ 許容せん断力（短期） 7520N／本 ⇒ 「ＯＫ」
引張力Ｔ＝224ｋｇ／本（2195N／本） ＜ 許容引張力 （短期） 4460N／本 ⇒ 「ＯＫ」

【検討】 アンカーボルトに作用する力
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【検討】 固定金具の検定

設計風圧力ＦＤＷ＝2184N／㎡＝223kg／㎡が作用する場合

固定金具（Ａ断面を有効とする)に作用する力は、
引張力Ｔ＝224ｋｇ／本（2195N／本）
固定金具の断面係数（長穴欠損を考慮）Ｚ＝0.48（cm3）
曲げモーメントＭ：（224×7.5）／4＝420（kg・cm)
曲げ応力度σ：420／0.48＝875(kg/cm2) ＜ 短期許容曲げ応力度 2400(kg/cm2) ⇒ 「ＯＫ」
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【参考】 アンカーボルト許容荷重の算出式


